
 

経尿道的前立腺レーザー蒸散術の診断・治療に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2020年 10月 22日～ 2025年 3月 31日 

 

〔研究課題〕  

光選択的前立腺レーザー蒸散術の治療成績に関する後ろ向き研究 

 

〔研究目的〕  

前立腺肥大症に対する光選択的前立腺レーザー蒸散術の治療経過を明らかにし、より安全な治療法を検

討することを目的としています。 

 

〔研究意義〕  

帝京大学医学部附属病院では、泌尿器疾患の原因を明らかにし、正しく診断し、より有効で安全な治療法を

開発することを目標として、さまざまな研究を行っています。このような研究活動の基礎になるのが、実際に当

科を受診された患者さんの診療録（カルテ）の情報です。患者さんの診療録に記録されている各種の臨床情報、

検査結果、治療内容と経過などの医学情報は、病気やその治療法の解明のために大変貴重なものです。そこ

で、当科では、過去に当院を受診された患者さんを対象として、診療録に記録されている情報を解析し、患者さ

んの診療に役立つ情報を取得し、医学の発展に貢献したいと考えています。 

光選択的前立腺レーザー蒸散術(PVP)は波長 532mm のレーザー光を前立腺に照射し、レーザー光の吸収

によって組織温度を 100℃以上にすることで組織中の水分を蒸発、前立腺組織を減少(蒸散)させる術式です。

本研究では、過去に当院で当該手術を行った前立腺肥大症の患者さんの診療録を調査し、今後の治療の改

善に役立つ知見を得ることを目的としています。 

 

〔対象・研究方法〕  

2017年 6月 1日から 2020年 9月 30日までに帝京大学医学部附属病院泌尿器科を受診され、前立腺肥大

症の診断となった患者さんが対象です。診療記録を閲覧し、患者様の個人情報を除外して、別の番号で匿名

化し、背景（年齢、性別身長体重、既往歴・基礎疾患）、自他覚所見、バイタルサインを含む診療経過、血液尿

検査結果、尿流量測定結果、画像診断結果、治療方法（内服治療、外科手術の種類、手術介入のタイミング

等）、治療経過（周術期経過、入院日数、合併症、術後排尿状態）等の医学情報を調査票に記入し、各種の統

計解析を行います。研究者は帝京大学医学部附属病院に所属する者に限られます。過去の診療録を調査す

るだけの研究ですので、患者さんの生命・健康に直接影響を及ぼすことはありません。 

 

〔研究機関名〕  

 帝京大学医学部附属病院 泌尿器科 

 

〔個人情報の取り扱い〕 

 氏名・生年月日・住所・電話番号・ID 番号などの個人情報はすべて匿名化されてから解析されますので、個

人情報がもれることはありません。研究成果は、医学の発展のために学会発表や学術論文発表などをさせて

いただくことはありますが、その際も個人の特定が可能な情報はすべて削除いたします。また、研究対象に該

当するか否かにより、実際の診療内容に影響はすることはありませんし、研究にご協力していただけない場合

でも診療上の不利益を受けることはありません。もし研究対象者に本学学生・教職員が含まれていたとき、研

究参加の有無・研究結果は成績や評価とは無関係です。 

 

対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究についてよ

り詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 



 

問 い 合 わ せ 先 
 

 

研究責任者：木村将貴（帝京大学医学部附属病院泌尿器科講師）   

研究分担者：中川徹、山田幸央、金子智之、萩原奏、吉村厳、坂本昭彦、柳田和己、吉田剛大（帝京大学医学

部附属病院泌尿器科） 

住所：東京都板橋区加賀 2-11-1  TEL：03-3964-1211（代表） 〔泌尿器科内線 33709〕 


